
初乳をたっぷり飲ませる効果 
  子牛は初乳に含まれている免疫グロブリンを吸収し、初めて病原菌に対する免疫を獲得します。 

子牛に多くの免疫を獲得させるためには、「品質の良い初乳を」「腹いっぱい」「子牛が飲めるようになっ

たら速やかに」与える必要があります。 

今回は、子牛に多くの免疫を獲得させるために、初乳を増給した事例について紹介します。 

 

初乳から子牛への免疫移行（Ａ農場）  

初回ほ乳時に初乳 1.5～２ℓ給与していたＡ農

場では、初乳を給与するタイミングは変更せず

に、初乳を飲めるだけ（３～４ℓ）与えるようにしま

した。 

初乳から子牛へ移行した免疫グロブリンと、子

牛血清タンパク質濃度には正の相関があるの

で、初乳増給の効果を、初乳給与２日後の子牛

の血清タンパク質濃度で確認しました。 

平均で増給前 5.0g/㎗だった血清タンパク質

濃度は、増給後 5.7g/㎗に上昇し、子牛へより多

くの免疫グロブリンを移行できたことがわかりま

した（図１）。 

 

30 日齢までの診療回数の減少 

 Ｂ農場では、初乳の給与量を２ℓから３ℓに増やし、ほ育

ロボット牛舎の換気の徹底に努めました。 

 その結果、初乳増給後の 30 日齢までの診療回数は、

増給前の約 1/5 まで減少しました（図２）。 

 また、ほ乳時期から 12 ヶ月齢までの育成牛の体重、体

高を測定した結果、初乳増給以降の方がより発育が早

まっていることが確認できました。 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

（令和 6 年 9 月 十勝農業改良普及センター十勝東北部支所 作成） 

初乳の品質は、糖度計や比重計を使って確認することができます。冒頭に記載したとおり、子牛が多く

の免疫を獲得するためには『免疫グロブリンを多く含む質の良い初乳を与える必要があります』。免疫グロ

ブリンの濃度は糖度計などで計測しないと判断できません。 

今回紹介した事例は、とにかくたくさん飲ませた結果でいずれも初乳の品質確認は行なっていません。

新たに何かを用意する必要がありませんので、すぐに取り組める改善策ではないかと思います。 

子牛の下痢や肺炎の発生が気になっている農場では、まず初乳を腹いっぱい飲ませるところから取り

組んでみてはいかがでしょうか？ 


